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この間， 初年度の７月２３日から本年３月３１日を
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〃 （教養関係） ………………………川口四郎教授 （生物）
〃 （ 〃 ） ………………………仮谷太一教授 （数学）
〃 （基礎関係） ………………………木本哲夫教授 （実験病理学）
〃 （ 〃 ） ………………………村山好道教授 （薬理学）
〃 （臨床関係） ………………………中川定明教授 （人体病理学）
〃 （ 〃 ） ………………………荒木淑郎教授 （内科・神経）
〃 （ 〃 ） ………………………高折益彦教授 （麻酔学）
川 崎 医 学 会 誌 （第２０巻 補 １９９４）
おり， 本年は第２０巻が刊行される年にあたるこ











































































































































































ついで監事に日下喬史教授 （生化学， 当時） と






















































設立総会では議事終了後， 竹脇 潔教授 （生




















































学 会 誌 （第２０巻 補 １９９４）
業生には本医学会への理解と積極的貢献が望ま
れるし， 学会誌発行の遅れは投稿者の心掛け次
第で大いに改善されるはずであり， それがまた
無駄な経費の節減にもつながることを，長年裏
方として庶務を担当させていただいた筆者の， 本
医学会の今後の発展を願っての苦言として指摘
しておきたい‐
それにつけても， 準備段階から今日に至るま
で， 本来の業務に加えて本医学会のために並々
ならぬ努力を重ねてこられた関係各位に心から
の敬意を表する． 作業が地味であるだけに体験
者でなければ容易には理解できないであろう． 川
崎医学会が会員すべての強い愛着と支援を得て，
今後ますます発展することを衷心より願うもの
である．
